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水間の古墳と総柱建物群

水 間遺跡 水 間 町

奈良 巾で は､3年前か ら県営 は場整 満事 業田原

水地 rx:に伴う発振調査をG次にわた って実施 して

きました｡今Ldの調査では､A～Cの3箇所に発掘

区を設定 して行なっています｡このうちA･C発掘

区か ら多 くの遺構が発見 されていますO以下にそ

れぞれの概 要について説明いた しますu

A発掘 区 国道 369号線 の東劇 に設けた発掘 区

です｡その位 置は､西か ら延びる丘 陵の先端部付

近にな ります.A発折区か ら市墳2基､飛鳥～奈良

時代の掘立柱建物G棟､掘立柱塀 1条などを検出 し

ました｡

古墳 は2基あ り､周溝 のめ ぐる発掘区東側 の古

墳を1号填､周溝のな い幽側の古墳を2号壇 と仮称

してお きますO古墳の墳丘は､飛鳥～奈良時代 に

壊されて残っていません.市境が築かれた時期は､

IIPJ卜.した遺物か ら､5世紀 (100ir:-代)の終わ り頃

と考えられます0

1号墳は､幅1.5111の周溝 が方形にめ ぐっている

ので､一辺約7mの方形墳 であ った ことがわか り

ます｡ この中央には､割竹形木棺を哩納 した去坑

があ りました0割竹形木棺 とい うのは､丸太を創

り貫いて作 られ た断面が丸 い形の棺 で､古墳時代

によ<使われま したo棺のL卜には､鉄フJ子 ､ガラ

ス玉な どが副葬 されていま したO南西側 に頭を向

けた女作が葬 られていた可能性があ ります｡周溝
り†:

の北 東隅には､ L師器壷､須恵器弄 ･叢が遣かれ

ていました｡

2号壇 は､周満が残 って いませんので､本来 の

古墳の 大きさはわか りませ ん｡割竹形木棺を埋納

した墓坑が残っていたので､ ここに古墳があ った

ことがわか りましたO棺の rTlには､鉄剣 ､鉄鉱 ､

鉄斧な どの鉄製武器や農工具が副葬 されてい まし

た｡西側に頭を向けた男性が葬 られていた11J能性

があ ります｡

飛鳥 時代 から奈良時代の退楢 は､掘立柱建 物6

棟､掘V.柱塀 L条を確認 しま したが ､全部 が同時

I明に辿 っていたわけではな さそうです 建物の 方

発掘 区.位置岡 (I/2,500)
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向や柁穴 の遺物などから､大きく2時期 の建物に

わかれますG

飛鳥～奈良時代前半の建物 は､方向が北で西へ

振れている建物群で､2間 ×2間規模 の総柁建物

(SBO2･SBO3･SBO4)が南北に3棟並 んで いま

したOこの北側には東西方向の舶立柱塀 (SAO7)

があります｡

奈良時代後半の建物は方向がほぼ南北を向く建

物椎で､東側に2間×2間規模の総桂建物 (SBOl)､

西側 に2間 ×3間規模の南北棟建物 (SBO5)､2

問×2間以｣二の東西棟建物 (ST306)が建っていま

した｡

他に､南側の谷部から多量の木屑や木製品の未

製品､下駄な どが出土 しました..飛鳥時代の土署芹

が多い ものの､上層か らは奈良時代後半の土器が

出土 しています｡

B発掘 区 A発掘区より東側へ2枚下がった水田

に位置 しますt一発掘区内は水田造成時に大 きく削

平されてお り､遺構の残 りはあまりよくあ りませ

ん｡縄文時代の土坑､弥生時代の溝､飛鳥～奈良

時代0)掘立位建物1棟などを排紙していますJ

C発掘 区 B発掘 区の北側に位置 しますO発掘

区の南側に小さな谷があり､流路となっていまし

た"ここか らは､古墳時代から平安時代の遺物が

出土しています,流路の北側が小高くなってお′り､

ここから奈良時代の掘立柱建物5棟､掴立柱塀3条､

竪穴建物 1棟などが見つか っていますGA発掘区ゐ

桐立柱建物と比べると､小規模 な建物が多いよう

ですo竪穴建物は､南北2.51-nX東西1.､9nlの方形

竪穴内に四本の柱を立てる構造ですO柱間は､南

北1.65m､東宮旨1.1111です｡東壁南側にカマ ドを造

り付 け､土器 を3段に積み重ね た煙出 しが取 り付

いています｡床面に敷き詰めた粘土層が3面あり､

改修 を2回行 っている ことが判明 しま した｡人が

居住するには建物内が狭いので､煮炊き専用の釜

崖であった可能性が考えられます..このよ うな遺

構は､関東地方以北などで発見されることが多く､

奈良県では非常に珍 しい調査例ですり

まとめ A発掘区で発見された飛鳥か ら奈良時

代の掘立柱建物 は､平城京跡などで確認される建

物と同等の規模 があり､倉庫 と考えられる総柱建

物群が南北に並ぶなどの規則的な配得が認め られ

ます｡このよ うな建物群は､この辺 りの一般的な

住居跡とは考え られません｡む しろ､C発航区の

建物群を一般的な住居跡と考えた万がよいで しょ
モま

う｡文献によれば､水間は 古くから柚であったこ

とが知 られています｡仙では､山林の木材を伐採

し､加工 して搬出する仕事 をj三にしていま したハ

A発端 区南側 の谷部か ら山土 した多竜の木屑 (千

斧の削 り屑)や木製rPnの未製品などは､そこで実

際に木材生産 ､加工が行われていた証拠です｡木

材は農重な資材 として管理 されてお り､柚にはそ

0)ための役所 (山作所)が置かれていましたoA

発掘区で見つか った建物群は､ この役所に関連 し

た施設である可能性が推測 されます∩また､古墳

の存在が確認できたのも大 きな成果ですO今まで

水間町は､古墳の空白地で したが､その認識を大

きく変える発見 とな りました｡1号填､2号境には､

水間を代表するような有力者が稚葬 されていたと

考えられます｡


